
R６年度農業所得1000万円経営体育成 達成事例

【主品目・規模・生産量】
○水稲  1050a（  52t）
○WCS   640a（128t）
○大麦  1090a（  36t）
〇飼料作物 450a（  45t）
〇かぼちゃ   60a（  6t）
〇たかな   60a（  27t）

【試算所得】
○ 800万円

【主品目・規模・生産量】
○水稲  1340a （56t）
○WCS   520a （78t）
○大麦  980a （25t）
〇飼料作物 400a （40t）
〇ばれいしょ 200a （33t）

【試算所得】
○ 1190万円

改善前 改善後

【改善内容１】

『世代交代へ向けた省力化、低コスト化の
取組』

【関係機関による支援内容】
○省力化技術の推進（水稲湛水直播、密苗育苗）
○スマート技術の推進（ドローンを活用した水稲の湛水
直播、除草剤散布、ばれいしょの農薬散布および水稲
水管理システムの実証）

【農家の取組み状況】
○水稲湛水直播の実証（WCS用5.2ha、主食用16a）
〇法人内の合意形成に基づく経営計画検討、実践

地区名：離島地区

営農形態：法人

営農類型：土地利用型作物

【改善内容２】

『収益性が高く機械化が可能な園芸品目の
導入』

【関係機関による支援内容】
○機械定植および規模拡大が可能な園芸品目の提案
○作付け推進に向けた勉強会の開催、現地指導
〇栽培方法や品質基準に基づくブランド化、PR戦略の推進

【農家の取組み状況】
○新規品目の状況
ばれいしょ 200a

【所得向上に向けた課題】

１ 世代交代へ向けた省力化、
低コスト化の取組

２ 収益性が高く機械化が可
能な園芸品目の導入
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